
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申１９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年７月１２日発行 
 

第７９号 （通巻５９６号） 
 

ＪＲ東日本労働組合新潟地方本部 
発行者：星山 圭  編集者：教育・広報部 http://niigatachihon.yukigesho.com/ 

 
 

２０２２年６月１日より、乗務員が使用す
る「運転時刻表」のＤ－ＴＡＣ本運用が始ま
りました。乗務員が使用する運転時刻表は業
務指示書としての性格を持つことから、列車
の安全安定輸送の確保に重要な役割を果たし
ています。 
Ｄ－ＴＡＣ本運用により、タブレット端末

の不具合や通信障害、運転時刻表への速度超
過対策の変更など、紙に印刷された運転時刻
表では想定されなかった新たな事態に対応す
る必要があります。地本は申１９号を申し入
れました。 

■ 申１９号申し入れ項目 ■ 

１．新潟支社において把握しているＤ－ＴＡＣの問題点と課題を明らかにすること。 

2． 乗務中におけるタブレット端末の不具合発生に対する考え方を明らかにすること。 

３．乗務中におけるＤ－ＴＡＣ通信障害発生に対する考え方を明らかにすること。 

４．異常時等で雨や雪等によるタブレット端末破損及び汚損等のリスクに対する考え

方を明らかにすること。 

５．電源コンセント等の設備がない車両の乗務中において、異常時等に起こり得るタ

ブレット端末の電池切れに対する考え方を明らかにすること。 

６．２０２２年４月２８日付新潟支社運輸部企画課運用Ｇからの「乗務中にＤ－ＴＡ

Ｃ不具合が発生した場合の取扱い」において走行中にＤ－ＴＡＣ不具合が発生し

た場合の取扱いが運転士と車掌に取扱いの相違があることに対する考え方を明ら

かにすること。 

７．Ｄ－ＴＡＣの不具合に起因して列車遅延や運休等が発生することに対して、安定

輸送とお客さまサービスの視点から考え方を明らかにすること。 

８．これまで速度防止超過対策として実施してきた赤ペン記入の評価、及びＤ－ＴＡ

Ｃのマーカー機能に対する認識と課題を明らかにすること。 
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